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吉田です。

本日は、私より2022年3月期第2四半期の連結実績についてご説明します。
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2022年3月期第2四半期の連結業績は、売上高は、前年同期比で2.8％増、前四半期比
13.6％増の2,819億5,500万円となりました。

営業利益は、前年同期比で42.8％増、前四半期比27.4％増の250億500万円となりました。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前年同期比で54.4％増、前四半期比で39.1％
増の203億9,300万円となりました。

売上高、営業利益、四半期利益ともに、第2四半期として過去最高となりました。

為替の影響は、売上高で前四半期比プラス17億円、前年同期比プラス104億円、営業利益
で前四半期比プラス15億円、前年同期比プラス28億円、との推計です。

なお、エイブリックのPPAに伴い前期の財務諸表を若干遡及して修正をしています。

以降のページでは修正後の数値を使用していますのでご留意ください。
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こちらは上半期としてのサマリーになります。

上半期としても過去最高を更新いたしました。
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売上高、営業利益、営業利益率の四半期ごとの推移です。

第2四半期の営業利益率は8.9％となりました。これは前年同期比では2.5ポイント上昇、
前四半期比では1.0ポイントの上昇となりました。
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これは、第2四半期の売上高、営業利益の実績につきまして、8月の決算発表時の業績
予想からの差異についてセグメント別に示したものになります。

売上高においては、機械加工品事業セグメントは、主に半導体不足に起因する自動車
向けでの減速があったことから、若干想定を下回りました。

電子機器事業は、主に半導体不足に起因する自動車向けモーターおよび自動車向け
バックライトの減速があったことから、想定を下回りました。

ミツミ事業においては、機構部品、光デバイス、アナログ半導体などにおいて想定を上回り
ました。

ユーシン事業においては、自動車生産の減速に伴い想定を下回りました。

営業利益においては、機械加工品事業セグメントにおいては、概ね想定通りとなりました。

電子機器事業においては、売上の減少に伴い想定を下回りました。

ミツミ事業においては、光デバイスや半導体において売上が想定を上回ったこと、また
半導体の収益性がさらに改善したことなどにより想定を上回りました。

ユーシン事業においては、売上の減少に伴い想定を下回りました。
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こちらは機械加工品事業セグメントの四半期ごとの推移です。

左側のグラフが四半期ごとの売上高の推移を、右側のグラフは棒グラフが営業利益、
折れ線グラフが営業利益率を表しています。

第2四半期の売上高は443億円、ほぼ前四半期並みとなりました。

ボールベアリングの売上高は319億円、前四半期比で1.1％の減少となりました。外販数量
は月平均で2億4,100万個、前四半期比で2.0％減少しました。主に自動車向けの減速の
影響によります。また、航空機向けベアリングにおいては、市場の低迷を受けて引き続き
低調な売上高となっています。

ロッドエンド・ファスナーの売上高は65億円となり、前四半期比で1.6％の増加でした。

ピボットアッセンブリーは59億円となり、前四半期で8.0％の増加となりました。

営業利益ですが、当四半期は119億円、営業利益率は26.9％と改善傾向が続きました。
営業利益は前四半期比9.0％の増加となり、営業利益率では2.1ポイントの上昇となります。

製品別では、ボールベアリング、ピボットアッセンブリーは前四半期比で増益、ロッドエンド・
ファスナーは前四半期並みとなりました。ボールベアリングが減収増益となったのは、
稼働率が高かったこと加え、生産性の改善があったことによります。
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こちらは電子機器事業セグメントの四半期毎の推移です。

売上高は937億円、前四半期比で3.6％の増加となりました。

製品別では、モーターは前四半期比3.0％増の661億円となりました。これは、半導体不足
に起因する自動車生産減少の影響があったものの、主にHDD向けが堅調に推移したこと
によります。エレクトロデバイスは173億円、前四半期比で横ばいとなりました。センシング
デバイスの売上高は93億円となり、前四半期比で16.8％増加しました。

営業利益は61億円、営業利益率は6.5％となりました。前四半期比では営業利益で23.2％
減少、営業利益率は2.2ポイント低下となりましたが、前四半期にあった過年度の費用回収
による一時的な影響と、新型コロナウイルスや半導体不足の影響による稼働損失などの
一時的な費用等の影響を除くと、実質的には増益であったと分析しています。

製品別では、センシングデバイスは増益、モーターは横ばい、エレクトロデバイスは減益と
なりました。

なお、これまでの発表数値のリファレンスのため、2021年3月期以前の実績値はセグメント
変更前の数値にて表示、説明しています。この後も同様となりますのでご留意ください。
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こちらはミツミ事業セグメントの四半期毎の推移です。

売上高は、1,110億円と前四半期比44.6％の増加でした。光デバイス、機構部品は季節性
に伴って増収、また堅調な需要に支えられたアナログ半導体などでも増収となりました。

営業利益は113億円となり、営業利益率は10.2％となりました。前四半期比では営業利益
で2.2倍、営業利益率で3.6ポイント上昇となりました。これは、季節性に加え、アナログ
半導体の収益性がさらに高まったことなどによります。
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ユーシン事業セグメントの四半期ごとの推移です。

売上高は327億円、前四半期比で11.3％の減少となりました。これは、半導体不足に起因
する一部自動車メーカーの生産調整による影響があったことによります。

営業損失は0億円、営業利益率は-0.1％となりました。
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このスライドは、親会社の所有者に帰属する四半期利益の推移を棒グラフで、1株当たり
四半期利益の推移を折れ線グラフで表しています。

四半期利益は204億円、1株当たりでは50.4円となりました。
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続きまして、棚卸資産の四半期ごとの推移です。

第2四半期末は2,141億円となり、3カ月前と比べると186億円の増加となりました。

原材料を中心に戦略的に在庫を積み増したことに加え、一部の製品において出荷の後ろ
倒しがあったことなどによります。
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このグラフは、有利子負債総額から現預金を差し引いたネット有利子負債の推移を
棒グラフで、フリーキャッシュフローの金額を折れ線グラフで表しています。

第2四半期末におけるネット有利子負債は902億円となり、2021年3月末から58億円増加
しました。
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2022年3月期の通期業績予想につきましては、8月に発表いたしました予想から利益に
ついて上方修正いたしました。

売上高は1兆500億円、営業利益は900億円といたしました。

売上高については、機械加工品、電子機器、ミツミ事業については上方修正いたしました。
一方で、半導体不足による自動車生産の減速の影響を強く受けるユーシン事業において
は下方修正し、全体としては据え置きといたしました。

営業利益については売上高の修正とあわせてそれぞれ見直した結果、上方修正となり
ました。

為替レートは、1ドル110円を想定しています。
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こちらは、各事業セグメント別の予想です。

以上で私からのご説明を終わります。
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貝沼です。

それでは私から、事業概況と経営戦略についてご説明をさせていただきます。
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上半期は非常に堅調に推移したと思っています。半導体不足、サプライチェーンのロック
ダウン、物流の停滞、資材の高騰など多くのマイナス要因がありましたが、何とか跳ね返す
ことができました。コストダウンや生産性改善など、これまで真摯に取り組んでいた施策が
功を奏したと評価しています。9月には、売上高が月次として過去最高となる1,000億円を
ついに超えました。これは社長就任時からすると考えられない額で本当にうれしく思います。
当社では、COVID-19で工場が完全に閉鎖するということはありませんでしたが、従業員の
出勤制限などの事情で稼働が落ちることはありました。また、マスクや手袋といった備品を
特別に用意する必要もありました。このようなCOVID-19に起因する影響が稼働損失や
対策費を合わせて50億円程度、上半期で生じました。その他、半導体不足の影響で在庫
が増えていることもあり、得べかりし利益も50億円程度あったと見積もっています。仮に
これらの影響がなければ550～560億円の営業利益は十分出せたものと考えます。

下半期について、為替レートは1ドル110円と想定しています。また、半導体不足は1月
あたりから徐々に改善していくと想定しています。国内のある大手自動車メーカーでは今月
の生産が過去最高になるという報道がある一方、もう少し半導体不足の影響が続きそうな
ところもあり、自動車業界はまだら模様です。これらを考慮すると、今期の営業利益
900億円の予想は私としては十分保守的であると考えます。
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ベアリングは後半に半導体不足の影響を受けたものの、在庫は歴史的な低水準で今も
エアー代が毎月1億円発生している状況です。今度こそ、在庫の適正化を図り健全な成長
を実現したいと考えます。そのために、物流リードタイムの長いものについては厚く在庫を
持つなどの緻密な基準を徹底します。

生産能力のロードマップですが、一番うれしいのは3億1,500万個から3億2,500万個までの
1,000万個の増産は生産性改善で実現できたことです。すでにご案内しました100億円の
投資は、これから機械が順次入ってきます。ただし、機械も半導体不足の問題でどちらかと
いうと後ろ倒しになっています。何とか来年の8月当たりには全ラインを稼働させ、3億
4,500万個を達成する方針です。さらに、追加の100億円の投資で生産能力を3億6,500万個
に引き上げることで、ボールベアリングの圧倒的競争力、供給力を強化していきたいと
思います。

航空機関連は、来年後半から再来年前半にかけて月次でCOVID-19前の水準に戻る予想
としています。新規ビジネスの一例として、写真左側にお示しした新機能ランディングギア
があります。通常、機体をプッシュバックするときはトラックのような特殊車両が押していき
ますが、この取り組みはホイールの中にモーターを入れ電動化するものです。ここに当社
子会社であるセロベア製の軽量で回転効率の良いセラミックベアリングが採用されました。
非常に楽しみな事例です。
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モーターの方は、いつも通り順調で今期は2,650億円の売上を見込んでいます。今までの
トラックレコードを見ていただくとモーターの堅調さがお分かりいただけると思います。これ
からの成長をドライブするのは自動車向けになります。ただし、それ以外でもDCブラシ
モーターなどが様々な用途に使われ、ファンモーターもますます伸びていきます。当社の
キャパシティは月産1,000万台を超えてきましたが、これからも順調に生産を伸ばしていきま
す。
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ミツミは、お陰様で本当に優良企業になったと思います。経営統合前はゲーム一本足打法
だったわけですが、我々が入ってOISの生産性を徹底的に引き上げました。

アナログ半導体は経営統合当初は処分するという案もありましたが、一転して8本槍に加え
ることとしました。結果、今期の営業利益は上半期で100億円と大きな成功を収めています。
これから楽しみなのは、オムロン様からいただくことができたMEMS事業です。来期からは
滋賀工場が徐々に貢献していくことで、今後も売上が伸びていきます。現場は非常に士気
が高くなっています。

ミツミ事業としてはアナログ半導体とOISが大きなドライバーとなり、ゲームも当社としては
来期も堅調であろうと予想します。アナログ半導体に関しては、今後もM&A等の機会が
あれば積極的に参画して、ミツミ事業の本当の核にしていきたいと考えます。
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ユーシンは予想外で、これほど自動車の生産が落ちると当社としてはなすすべがありませ
ん。OEM各社で20～30％の売上減となる中、ユーシン事業はほぼ100％が自動車向けで
ある割には、比較的健闘したのではと私は思っています。重要なのは、自動車が戻って
きたときにユーシンは確実に利益を生んでいくことです。全ての事業で調子が良いと
ストレッチできませんが、今のユーシンのような事業は将来の成長ドライバーになります。

当社としては自動車の回復を待つことを基本スタンスとします。ヨーロッパの従業員の取り
組み姿勢も変わってきており、何といってもオーダーを着実に取れるようになりました。大手
顧客から大型案件を頂いていることは前回の決算説明会でご案内の通りです。これからも、
淡々と当社の技術力をアピールして事業を成長させていく方針です。

ヨーロッパの構造改革については順調に進んでいますが、一部客先から何とか延長して
生産してほしいとの要望があり、きちんと費用請求することを条件に一部継続する可能性
があります。ただし、これによって損をするということはありません。いずれにしても、当社が
いつも申し上げているように、何かが不調であっても他のものがいつも支えるというリスク
ヘッジが今回も非常に効いていると思っています。
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来期営業利益のイメージについて、詳細は来年5月にご説明させていただきますが、
1,000億円には王手と言ってよいのではと考えています。3本柱＋1であるベアリング、
モーター、アナログ半導体、OISといった伸びる製品が明確で、今期900億円を達成すれば
1,000億円というのは全く問題なく到達するであろうと思います。自動車市場は在庫が枯渇
している状況のため、半導体が戻ればかなり生産は上がってくると考えます。ユーシンの
営業利益は今期20億円の予想のため、来期は確実に大きく上乗せされます。ベアリングは
キャパが上がり、モーターも自動車を中心に伸ばしていきます。アナログ半導体は滋賀
工場の稼働も立ち上がっていきます。OISも来期の売上は今期の1.3倍程度になると予想
します。
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1,000億円の営業利益の向こうはどのような景色なのか、後ほどご説明するビヨンドゼロを
もじってビヨンド1,000としました。この中で、ベアリングは月産数量を4,000万個増量していき
ます。航空機はCOVID-19前のレベルに戻ってまいります。モーターが順調に拡大していく
のはトラックレコードが示す通りです。アナログ半導体は滋賀工場のスペースが徐々に
埋まり、まずは100億円の投資の見合いとして売上250億円を積み増しします。OISは引き
続き既存顧客が増えるのに加え、既存顧客以外にもこれから納品していく計画です。
プラスとして、その他100億円とありますが、ここではまずユーシンが確実に利益母体になり
ます。レゾナントデバイス、センシングデバイス、コネクタ、電源といった8本槍の中でもまだ
後ろに控えている事業も成長していきます。

今期900億円を達成した場合に、個人的には25/3期には500億円を上乗せしたいところ
ですが、保守的に見積もって＋400億円を達成できると思っています。本年5月の決算説明
会では24/3期計画を1,150億円としていますが、アナログ半導体の勢いや為替など足元の
状況を前提とすると確実に1,150億円を超えていくことができると考えます。
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QCDESSについて、部品メーカーとして社会的課題の解決に向けて真剣に取り組んでいく
ことを本年5月の決算説明会でご案内し、社員にも繰り返し言っています。

今回2つお示ししたように、まずカーボンニュートラルに取り組んでいかねばなりません。
このたびCO2排出量を総量で2030年度までに30％削減する目標を立てました。もう一つは
「MMIビヨンドゼロ」で、非常に重要なことと考えます。これは、当社製品を通して世界の
脱炭素に向けた取り組みに貢献するというものです。具体的には、当社製品の精度を上げ
ることで、それを使用するお客様やその先のお客様の商品の電力を削減しCO2排出量を
削減することに貢献する取り組みです。この貢献量を2030年度までに30％増やすことを
目標とします。

新たに加わったCGO（Chief Green Officer）を中心に、チームで様々な検討がされるように
なりました。私は、当社が社会的公器として最も真剣に取り組まなければならないのは、
単に利益を向上させることではなく部品メーカーとして社会的課題を解決していくことである
と考えます。超精密を標榜する当社が超精密な部品をより精密にすることによって、必ず
これが達成できると確信しています。
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2030年度の売上高2.5兆円の目標に向けて、何もしなければCO2排出量は増えてしまいま
す。CO2排出量30％削減目標は少ないように感じられるかもしれませんが、売上高が
2.5兆円になってもいまの排出量85万トンを30％削減して60万トンにするというのが当社の
目標です。

ここでの一番のポイントは脱炭素電源で、ソーラーパネルから水素発電まで、様々なもの
が将来出てくると思いますし、現在すでに導入しているものもあります。ただ、ソーラーパネ
ルだけでは問題解決にはならず、何らかの大規模な脱炭素電源を使っていかなければな
りません。様々な方面から検討し、進めていきたいと考えます。

また、現在使っている古い設備を早めに更新することによって機械設備の消費電力を下げ
ていく取り組みも実施していきます。そのためにも、利益が必要になります。利益を出して、
それをきちんと社会に還元していく取り組みが重要と考えます。
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こちらはカーボンニュートラルとビヨンドゼロを一緒にした時の貢献量のイメージです。

赤でお示ししているのは自社のCO2排出量で、2020年度は約85万トンでした。青でお示し
しているのは当社製品を通したCO2排出削減貢献量（＝ビヨンドゼロ）で、これは現行製品
が旧製品に比べてどのくらい省エネに貢献しているかというものです。

2020年度は175万トンの削減貢献でした。これを合わせた約90万トンが、ネットした削減
貢献量です。このように、自社の排出量を超える、当社製品によるCO2排出削減貢献量
（＝ビヨンドゼロ）を拡大することで世界のカーボンニュートラルに貢献していきます。特に
強調したいのは、当社の製品はすべての省エネ製品にこれから深く入り込むことです。
社内には、当社の製品なくして脱炭素は成り立たないといわれるような部品メーカーになり
たいと言っています。世界の電力消費の半分はモーターからきているといわれるため、
ボールベアリングからアナログ半導体まで、まさに当社の超精密加工技術を駆使すること
が社会の役に立つだろうと思います。
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社内ではスーパーベアリングと呼んでいますが、精度を3倍にした当社製ベアリングが仮に
エアコンに採用されるだけで13万トンのCO2の削減効果があります。13万トンのCO2とは、
例えばスギ1,500万本分の吸収量、または日本人15,000人分の排出量に相当します。
このような取り組みを加速して実施してきたいと思います。
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前期は創業70周年の記念配当8円を実施させていただきました。今期は配当性向20％と
いうことで36円をお支払いさせていただきたいと思います。
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